





先 に 近 藤 政 美 愛 知 県 立 大 教 授 ら と 共 編 で 『平 家 物 語< 高 野 本 〉 語 彙 用
（注1 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∧
例 総 索 引 』 を 作 成 し た 時
、
日 頃 中 古 文 学 と 中 古 語 彙 を 扱 っ て い る 筆 者 は
、
軍 記 物 語 と い う 特 殊 性 は あ る に せ よ 中 世 語 が 中 古 語 と 非 常 に 大 き く 違 う
こ と に 驚 か さ れ た
。
更 に 『 付 属 語 篇 』 の 付 録 と し て
、
『 自 立 語 篇 』 で 見 出
し 語 と し た 複 合 語 の 「 後 部 要 素 （ 下 位 語 ）」 の 索 引 を 掲 載 す る べ く 担 当 し
作 成 し た 際 に は
、
特 に 複 合 サ 変 動 詞 に 『 源 氏 物 語 』 と 『 平 家 物 語 』 と の
違 い が 大 き く あ る よ う に 感 じ た
○
サ 行 変 格 活 用 動 詞 （ 以 下 サ 変 と 略 称 ） 「 す 」 は
、
単 独 で 用 い ら れ る 他
、
種 々 の 単 語 （ 複 合 語 ・ 連 語 ） に 付 い て 複 合 サ 変 動 詞 を 作 る 極 め て 造 語 力
の 強 い 語 で あ る
。
現 代 で も
、
「 タ バ コ す る
、
ケ ッ ト す る
、
こ む ろ す る
、
ブ





「 す （ す る ）」 の 前 に く る 語 は 時 代 の 特 徴 を 敏 感 に 反 映 さ せ て い る よ
う で あ る
。
旧 世 代 が 新 世 代 の 言 葉 を 非 難 し た く な る の は
、
現 代 も 清 少 納
言 の 平 安 時 代 も 変 わ り は な い … 言 葉 が 変 化 す る も の で あ る か ぎ り
。
こ う
し た 観 点 か ら 本 稿 で は
、
複 合 サ 変 動 詞 の 中 古 ・ 中 世 の 違 い を 考 察 す る こ
と に よ り
、
中 古 語 彙 ・ 中 世 語 彙 の 変 遷 の 歴 史 を た ど る 一 つ の 手 懸 か り と





サ 変 動 詞 使 用 の 状 況 を 概 観 す る た め に
、
宮 島 達 夫 編 『古 典 対 照
(横10)
(注2)





























万 竹 伊 土 蜻 枕 源 紫 更 大 方 徒 平 計*
サ変動詞異語 2 14 6 3 24 49 91 18 17 48 10 51 (575) 186
異なり語彙数 6505 1312 1692 984 3598 5246 11421 24681950 48191148 4240 (12493)23877
割合(パーミル) 0.3 10.7 3.5 3.0 6.7 9.3 8.0 7.3 8.7 10.0 8.7 12.0 (46.0) 7.8
サ変動詞延語 634 127 138 68 776 826 4195 181 154 643 59 469 (2573) 8582
延べ語彙数 500705124 6931 349622398329052077928737 724329212252717112(166552)415517
割合(パーミル) 12.7 24.8 19.919.5 34.6 25.1 20.2 20.7 21.3 22.023.3 27.4 (15.5) 20.7
備 考 ：『古 典 対 照 語 い 表 』(フ ロ ッピ ー版) の 統 計表 か らス ペ ー スの 関係 で 古 今 集 と後 撰
集 を 除 い た。計＊は 、古 今 ・ 後 撰 を 加 え た もの 。『高 野 本 平 家 物 語 』は「計＊」に人 づ
て いな い の で(　) 内 に入 れ た。
略 号 ：万 ＝万 葉 集 、竹 ＝竹 取 物 語 、伊 ＝伊 勢 物 語 、土 ＝土 佐 日記 、蜻 ＝蜻 蛉 日記、枕 ＝枕
草 子、源 ＝ 源 氏 物 語 、紫 ＝紫 式部 日記 、更 ＝更 級 日記、大 ＝大 鏡、方 ＝方 丈 記、徒 ＝
徒 然 草 、平 ＝平 家 物 語〈高 野本 〉。　　　　　　　　　　　 ■　　
■　　　　
．　j　　　　・
表II 、古 典4 作 品 の 複合 サ 変 動 詞種 類 別 統 計　　　　( 「す」の単 独 用法 は 入 れ て ない)
1 類 2 類 3類 4 類 5類 6 類 計
『枕草子』 異なり数 38 37 2 86 29 0 192
延べ語数 124 85 2 135 47 0 585
『源氏物語』 異なり数 49 65 1 116 34 3 268
延べ語数 290 457 1 1032* 594* 25 2399
『平家物語』 異なり数 119 312 7 102 29 4 573
延べ語数 546 866 8 232 126 8 1786
『徒然草』 異なり数 44 52 0 36 7 0 139
延べ語数 100 68 0 63 17 0 248
備考 1 類＝一語の漢語 十す、2類 ＝二語の漢語 十す、3類 ＝三語以上の漢語十す、































中 古 と中 世 の サ 変動 詞 （横13 ）
べ 語 数 が4 作 品 と も 表I よ り 少 な い の は 、 表II で は 単 独 の 「 す 」 を カ ウ
ン ト し て な い か ら で あ る 。犬
表II か ら 判 明 す る こ と を 箇 条 書 き に す る ノ
＊ 異 な り 語 数 に つ い て　　　　　　　 ニ
①　1 類 「1 字 の 漢 語 十 す 」しか ら3 類 「3 字 以 上 の 漢 語 十 す 」 は 、 漢 語
に 「 す 」 の 付 い た 語 形 で あ る 。　1 ～3 類 を 合 計 し て 比 べ て み る と ミ
『枕 草 子 』 ＝77   （40.1 ％ ） 『源 氏 物 語 』 ＝116  （43.4 ％ ） 『平 家 物 語 』
=439   （76.2 ％ ） 『徒 然 草 』 ＝96   （69.1 ％ ）こ と な る 。
… … 〔（　 ） 内 は そ れ ぞ れ の 作 品 の 計 で 割 っ た も の ）〕
こ の 数 値 の 意 味 す る と こ ろ を 考 察 す る と 、 ま ず 『源 氏 物 語 』 に お い
て 漢 語 系 の サ 変 動 詞 の 割 合 が 低 い の は 逆 に 言 え ば 和 語 系 の 割 合 が 高 い
こ と を 意 味 し 、 こ の こ と は 紫 式 部 の 作 家 と し て の 特 質 を よ く 表 七 て い
る と 言 え よ う 。 す な わ ち 、 日 記 に 自 ら 「 一 と い ふ 文 字 を だ に 書 き わ た
し は べ ら ず 」 と 書 い た 姿 勢 、 言 い 換 え れ ば 「女 の 書 く 仮 名 文 学 の 用 語
は 、 和 語 を 中 心 と す る べ き で 、 一 般 化 し た 漢 語 は と も か く新 し く 漢 語
に 「 す 」 を 付 け て 造 語 す る よ う な こ と は 極 力 避 け る べ き だ 」 と い っ た




『枕 草 子 』 が40.1 ％ で 『源 氏 物 語 』 と ほ ぼ 同 じ 割 合 と な っ て い る の
は 、清 少 納 言 が 漢 才 を 惜 し げ も な く 披 露 し て 男 性 貴 族 を 手 玉 に 取 り「一
本 と る 」 こ と を 喜 び と し て い た よ う な 女 性 で あ る に し て は 意 外 で あ っ
た 。 や は り 、 中 古 ・ 中 世 の 差 の 方 が 個 人 差 よ り 大 き い と い う こ と な の
で あ ろ う 。　　　　　　　　　　　　　 －　　　　　j　　　　　　　　　　　　　　
・
『平 家 物 語 』 よ り も 『徒 然 草 』 の ほ う が1% ほ ど 漢 語 の 割 合 が 少 な
い （和 語 が 多 い ） の は 、 兼 好 法 師 が 王 朝 懐 古 趣 味 の 持 ち 主 で 平 安 朝 の
随 筆 め か し た 文 体 で 書 い て い る こ と の → つ の 証 左 で あ る と 言 え よ う 。
し か し 、 時 代 の 流 れ の 趨 勢 と し て は 、 漢 語 に 「す 」 を 付 け た 複 合 サ
変 動 詞 の 割 合 が 「 和 語 十 す 」よ り も 増 え て い く わ け で 、『源 氏 』か ら 『平
家 』 へ と い う 数 値 め 流 れ （43 ％ →76 ％ ） が 基 本 で あ っ た こ と は 言 う ま
（横14）
でもない。
②　4 類「和語十す」は、枕＝44.8 ％、源=46.4 ％、平＝17.7 ％、徒＝
25.9％となり、中古・中世の差の多さが際だつ。










⑥　 『源氏物語』トは、4 類の「ものす」と5 類の「ここちす」（地を漢語
として扱ったので混種語としたが、「心持ち」の約とするなら4 類）と
で1106 語となるので、これを別扱いすれば　枕：源：平：徒＝1.78 :
1.15 : 10.7 : 14.5となり、中古より中世の方がサ変動詞の用例が多く
なるとの予想が実証されたことになる。
⑦　漢語の割合は、枕：源：平：徒＝36.1 : 31.2 : 81.3 : 67.7となり、
ここでも、中世になると「漢語十す」の形が飛躍的に増加することを
実証している。






作　品 共通のサ変動詞　　　　　　　　　 （　　）内は左 記作品順の用例数
枕・源・平・徒

















〔1  5 〕
打誦す(3・22)、思倦 ず(1・2)、思屈ず(1・8)、屈ず(1・6)、化粧ず(4・7)、




〔2  0 〕
打 具す(4・3)、老 す(1・1)、加階す(2・2)、行道 す(1・1)、朽 ちす(2・2)、御
覧 じ入る(12・1)、御覧じ置く(1・1)、御覧じ送 る(1・3)て御覧じ慣る(3・
1)、逍遥す(1・1)、旅寝す(6・1)、(御)宿直す(2・1)、ともすれば(15・1)、
何しに(6・2)、難 ず(1・1)、引具す(3・10)、卑下 す(12・1)、秘 す(3・2)、梢
もすれば(2・2)、領ず(9・1)
平・徒
〔3  2 〕













枕・徒〔3 〕 御覧 じ合はす(1・1)、御覧じ出す(1・1)、聴聞す(1・1)
（横16)
①　四作品に共通して出てくる14語については、「基礎語」と認定してよ




万②　 三作品共通では、枕・源・平が11  （漢7 ：和4 ）.枕・源・徒が7 （漢
3 ：和4 ）で、他の組み合わせの共通語も（漢4 ： 和O ）で、漢語が
多い（計でば14: 8 ）。
③　二作品共通では、平・徒が32 （漢28 : 和3 ：混1 ）で最も多く、中
世になってサ変動詞が多く造られ用いられたことが証明された。次は、
源・平が20 （漢11 ・和7 ・混2 ）で、これは物語文学という共通要素
ゆえかとも思うが、何よりも和語7 が特徴的である。源平については
＼次節で述べる。
枕・源の15 （漢9 ：和2 ：混4 ）は中古語の代表的語が並んでいる。
















①　類別では、1 類153 、2 類361 、3 類8. 4 類197 、5 類60 、6 類5 （異
なり語）となっており、やはり2 字の漢語に「す」の付いた語形が最






l ）心地す518（491.27 ）、2 ）御覧ず234（181.53 ）、3 ）尽きす93（72.21）、
4 ）具す91 （24．67）、5 ）奏す83  （55.28）、6 ）対面す80 （72．8）、7 ）
念ず51  （49.2）、8 ）（御）物語す35  （25.10 ）、9 ）心す26  （25.1）、10）
出家す24 （2.22）、10）領ず24  （23.1）、12 ）供養す20  （14．6）、12）用
意す20  （14.6）、14 ）感ず18  （1.17）、14）声す18  （14.4）、16）制す18
（12.6）、17 ）うちす17   （15.2）、18）辞す16 （2.14）、18）ともすれば
16  （15.1）、20）啓す15   （14.1）、21）御覧 じ入る13  （12.1）、21）卑下
す13   （12.1）、21 ）引 き具す13   （3.10）、24 ）信ず12   （5.7）、24 ）拝す
12  （3.9）。
内訳は、漢語＝17, 和語＝5, 混種語＝2, 連語=  1ニとなっており、
ここでも漢語の造語力の強さを知る。しかし、混種語がi 士 連語が1 、
下位ではあるがベスト25 入りしていることは、注目に値する。（「心地
す」は5 類に入れたが分類上問題があることは前述の通りである。）し





















































立語篇』（平成8 年2 月、勉誠社） 。
近藤政美、武山隆昭、池村奈代美、演千代いづみ、近 藤美佐子共編 『平家物語
〈高野本〉語彙用例総索引　付属語篇』　　　　　　 （平成10年2 月、 勉誠社）














い。例：「い かがせむ」「重うして」 は3 語 。　　・　　　　　　r　　　　　　　　
ふ
④ 「音す」「声す」のように「が」、「ひがことす」「ものめです」の ように「を」を








例 に「興 じ笑ふ」は1 類、「御覧 じ出す」は2 類。　＼
⑦　慣用 句は、必ずし も上 の規準によう ていない。例えば、「ともすれば」「やや も
すれば」 を、サ変動詞を含む慣用句 として認定 した。
⑧　宮田 和一郎氏の大著『お はす活用考』以来、サ変説が有力 となってい る「おは
す」は今回対象から除いた。
（4 ）他の作品との計量的比較など利用法はいろいろ 考えられる。この拙稿をお読み下
さったお方で、表 Ⅳ及び4 作品の複合サ変動詞一覧表のフロッピー（FD ）［桐7
用とtext fileで提供］をご希望 の方 は、お申し出下さい。お届 けし ます。

























『 源氏 物語 』『 平家 物 語 』（I
中古と中世のサ変動詞 （横21)
こ共通）の複合サ変動詞
作品 〉見出し 漢字 源 平 種
平家 あい す 愛 5 1
平家 あんじいだす 案・出 1 1
平家 あんじつ づく 案・続 2 1
平家 あんず 案 9 1
平家 いうず 宥 l 1
源氏 うず 倦 1 1
平家 えい ず 詠 9 1
源氏 ぇうず 要 1 1
平家 おうず　　　ニ 応 1 1
平家 おくす 臆 4 1
平家 かうす 幸 2 1
平家 かうす 号 17 1
源氏 かうず 講 4 l
平家 かんじあ ふ 感・合・ 2 1
平家 かんじおぼしめす 感・思 3 l
源氏 かんず 勘 1 l
源氏 かんず 感 1 17 1
平家 がうす 拷 1 1
平家 がくす 学 2 1
平家 きす 帰 3 1
平家 きす 記 1 I
源氏 きようじあふ 興・合 1 1
源氏 きようず 犬’ 興 4 レ　1 1
平家 きよす 挙 1 1
平家 ぎす 擬 2 1
平家 ぎす 議 1 1
源氏 くす 屈 7 1
平・家 くわナ 和 1 1
平家 くわんず 観 3 1
源氏 くんじいたし 屈・甚 4 1
源氏 くんじいる 屈・入 1 1
源‘氏 くんず 屈 6 1
平家 くんず 薫 1 1
源氏 ぐす 具 24 67 1
源氏 けいす 啓 14 1
平家 けいす 啓 l 1
平家 けいす 詣 2 1
源氏 けうず 孝 3 1
平家 けっす 決 3 1
平家 けんず 兼 2 1
平家 げ んず 減 1 1
平家 げんず 現 10 1
源氏 こうず 困 3 1
平家 こうず 莞 5 1
平家 こくす 哭 1 1
源氏 さうじあへず 請・敢不 1 1
源氏 さうじいづ 請・出 1 1
源氏 さうじおろす 請・下 1 I
平家 さうす 相 2 1
源氏 さうず 請 4 1
平家 さっ す 察 4 1
平家 さんじがたし 散・難 1 1
平家 さんす 産 1 1
平家 さんず 参 9 1
源氏 しす 死 1 2 1
平家 しやうじあつむ 請・集 1 1
平家 しやうじくだす 請・下 1 1
平家 しやうず 生 1 1
平家 しやうず 請 5 1





























































作品 見出し 漢字 源 平 種
平家 しゆくす　　　　プ 宿 7 1
平家 しゆす 修 9 1
平家 しゆつす 卒 1 1
平家 しようす 称 4 1
平家 しようす 証 2 1
平家 しよくす 食 2 1
平家 しよす 処 4 1
源氏 しんず 信 5 7 1
平家 しんず 進 2 1
源氏 じず 辞 2 14 1
平家 じやす 謝 3 I
平家 じゆしをはる 誦・終 1 1
平家 じゆす 誦 1 1
平家 じゆんず 准 1 1
平家 じようず 乗 1 1
平家 じよす 叙 4 1
源氏 ずす 誦 11 1
源氏 ずん ず 誦 2 1
平家 せいしかぬ 制・兼 1 1
平家 せいしとどむ 制・止 1 」
源氏 せい す 制 12 1
平家 せい す 制 6 1
源氏 せす 施 1 1
源氏 せんず 先 2 I
平家 せんず 撰 2 1
平家 せんずるところ 詮・所 6 1
平家 ぜうず 詔 Iヽ 1
平家 ぜす 是 2 1
源氏 そうす 奏 55 28 1
平家 そつす 率 4 I
平家 そんす 、 存 1 1
平家 そんず 損 4 1
平家 ぞんず 存 53 1
平家 たい す 対 1 1
平家 たい す 帯 20 1
平家 たっ す 達 6 1
平家 たんず 弾 2 1
平家 ちやうず 長 4 1
平家 ちやくす 着 1 1
平家 ちゆうす 誄 11 1
平家 ちよくす 勅 1 1
平家 ちんず 陳 6 1
平家 ぢす 治 7 】
平家 ぢゅうす 住 4 】






















源氏 てうず 調整ノ意 10
源氏 てうず 調 伏ノ意 5
平家 てつす 牒 5
平家 てんず 転 2
平家 てんず 点 5
源氏 どうず 動 1
平家 どうず 同 6
源氏 なんず 難 1 1
平家 にんず 任 4
源氏 ねん ず 念 49 2
源氏 はいす 拝 3 9
源氏 はいず 陪 1
平家 は つす 発゛ 1
平 家 ばうず 亡 3






























































作品 見出し 漢字 源 平 種
源氏 ひす 秘 3 2 F
平家 ひす 非 2 l
平家 ふくす 伏 2 1
平家 ふくす 復 5 1
源氏 ふくす 服 1 1
平家 へうす 表 2 1
平家 へん ず 変 6 1
平家 べつして 別・て 5 1
平家 ほうじつくしがたし 報・尽難 2 1
平家 ほうず 報 6 1
平家 ほつす 欲 3 1
平家 ぼっ す 没 1 1
平家 ぼんず 犯 1 1
平家 まんず 満 2 1
平家 めいず 銘 4 1
平家 めつす 滅 3 1
平家 めんず 免 1 1
平家 やくす 約 1 1
源氏 ようず 用 1 1
平家 よくす 浴 1 1
平家 らいす 礼 1 1
源氏 らうず 領 14 1
平家 りす 利 1 1
源氏 りやうず 領 9 1 1
平家 れうす 療 1 l
平家 れっ す 列 4 1
源氏 れん ず 練 2 1
源氏 ろうず 弄 3 1
源氏 ろんず 論 1 3 1
源氏 ゑじはつ 怨・果 1 ・ 1
源氏 ゑず 怨 7 1
源氏 ゑんじぉく 怨・置 1 1
源氏 ゑんじはっ 怨・果 2 1
源氏 ゑんず 怨 13 1
源氏 ゑんぜられはつ 怨・果 1 1
平家 あい みんす 哀慰 1 2
源氏 あないず 案内 7 2
平家 あふりやうす 押領 1 2
平家 あんぢす 安置 1 2
平家 あんどす 安堵 2 2
源氏 あんないす 案内 2 2
平家 いんぜふす 弓摂 2 2
平家 いんぞつす 弓率 2 2
平家 えんいんす 延引 1 2
平家 おうごす 擁護 1 2
平家 かいえきす 改易 1 2
平家 かいしやくす 介錯 1 2
平家 かいみやうす 改名 2 2
源氏 かうじ す 勘事 1 2
平家 かうみやうしきはむ 高名・極 I 2
平家 かうみやうす 高名 2 2
源氏 かかい す 加階 2 2 2
平家 かしやくす 呵噴 l 2
源氏 かぢす 加持 8 2 2
平家 かつせんす 合戦 6 2
平家 かんじんす　　　　、．甘心 1 2
平家 かんたんす 感嘆 2 2
平家 かんだうす 勘当 1 2
平家 がうぶくす 降伏 1 2





























































作品 見出し 漢字 源 平 種
平家 きうもんす 純間 1 2
平家 きえす 帰依 2 2
平家 ききやうす 帰敬 1 2
平家 きくわんす 喜歓 1 2
平家 きしん す 寄進 2 2
平家 きせいず 祈誓 7 2
平家 きてうす 帰朝 1 2
平家 きねんす 祈念 4 2
平家 きふじす 給仕 1 2
平家 きふす 帰附 l 2
平家 きよぢゆうす 居住 3 2
平家 きよようす 許容 1 2
平家 きんごくす 禁獄 6 2
平家 ぎけいす 儀形 1 2
源氏 ぎやうだうす 行道 1 1 2
平家 くぎやうす 恭敬 1 2
平家 くつしやうす 屈諦 1 2
源氏 くやうす 供養 14 6 2
平家 くれうす 救療 1 2
平家 くわい がふす ふ ふW ロ 1 2
平家 くわいちゆうす 懐中 l 2
平家 くわんいうす 寛宥 1 2
平家 くわんげん す 管絃 1 2
平家 くわんじやうす 勧請 2 2
平家 くわんぢやくす 還着 2 2
平家 くわんりやうす 管領 1 2
平家 くんじふす 群集 2 2
平家 ぐそくす 具足 2 2
平家 ぐぶす 供奉 16 2
平家 けいごす 警固 2 2
平家 けい ひやくす 敬白 3 2
源氏 けいめいしあふ 経営・合 1 2
源氏 けいめいしありく 経営・歩 1 2
源氏 けいめいす 経営 1 2
平家 けうくんす 教訓 5 2
平家 けうげ す 教化 2 2
源氏 けうさうす 喧噪レ 1 2
平家 けうやうす 孝養 2 2
源氏 けさうしくらす 化粧・暮 1 2
源氏 けさうしそふ 化粧・添 1 2
源氏 けさうす 化粧 7 2
源氏 けだい す 槃怠 3 2
平家 けつくわん ず 関官 4 2
平家 けつぐわん す 結願 1 2
平家 けつばんす 結番 1 2
平家 け んがくす 兼学 1 2
源氏 けんぞ す 見証 2 2
平家 けんたい す 兼帯 1 2
平家 けんぶ つす 見物 4 2
平家 げかうす 下向 6 2
平家 げくわんす 解官 1 2
平家 げさんナ 解散 2 2
平家 げぢす 下知 15 2
平家 げらくす 下洛 3 2
平家 げんざんす 見参 14 2
平家 げんぞくす 還俗 1 2
平家 げんぢやくす 還着 1 2
平家 げんぶくす 元服 3 2
平家 こうぎやうす 興行 1 2





























































作品 見出し 漢字 源 平 種
平家 こうじゆす 口入 1 2
平家 こうぶくナ 興福 2 2
平家 こしようず 意従 2 2
平家 こつじきす 乞食 1 2
平家 こどうす 巨 動 1 2
平家 こんりふす 建立 I 2
平家 ごくじやう十 極放 1 2
平家 ごくぢやうす 獄定 2 2
源氏 ごらんじあつ 御覧・当 1 2
源氏 ごらんじいる 御覧・入 12 1 2
源氏 ごらんじう 御覧・得 2 2
源氏 ごらんじおく 御覧・置 1 1 2
源氏 ごらんじおくる 御覧・送 1 3 2
源氏 ごらんじおこす 御覧・遺 1 2
源氏 ごらんじおどろぐ 御覧・驚 1 2
源氏 ごらんじがたし 御覧・難 1 2
源氏 ごらんじくらぶ 御覧・比 4 2
源氏 ごらんじさす 御覧・止 1 2
源氏 ごらんじさだむ 御覧・定 1 2
源氏 ごらんじしらす 御覧・知 1 2
源氏 ごらんじしる 御覧・知 13 2
平家 ごらんじすぐ 御覧・過 1 2
源氏 ごらんじすぐす 御覧・過 4 2
源氏 ごらんじすてがたし 御覧・棄 難 1 2
源氏 ごらんじつく 御覧・付 12 2
源氏 ごらんじとがむ 御覧・咎 2 2
源氏 ごらんじとどむ 御覧・留 1 2
源氏 ごらんじどころ 御覧・所 2 2
源氏 ごらんじなす 御覧・為 1 2
源氏 ごらんじなほす 御覧・直 1 2
平家 ごらんじなる 御覧・慣 3 1 2
源氏 ごらんじはじむ 御覧・始 1 2
源氏 ごらんじはつ 御覧・果 5 2
源氏 ごらんじはなっ 御覧・放 2 2
平家 ごらんじみる 御覧・見 2 2
源氏 ごらんじゆるす 御覧・許 5 2
源氏 ごらんじわく 御覧・分 2 2
平家 ごらんじわする 御覧・忘 2 2
源氏 ごらんず 御覧 181 53 2
平家 ごんぎやうす 勤行 1 2
平家 さいあいす 最愛 3 2
平家 さいたんす 再誕 2 2
平家 さいどす 済度 2 2
平家 さうぉうす 相応 2 2
源氏 さうがす 唱 歌 2 2
平家 さうぞくす 相続 . 1 2
源氏 さうぞくす 装束 5 2
平家 さうぢす 掃除 1 2
平家 さうでんしきたる 相伝・来 1 2
平家 さうでんす 相伝 2 2
平家 さうどうす 騒動 3 2
平家 さたしおくる 沙汰・贈 1 2
平家 さたしっ かはす 沙汰・遣 1 2
平家 さたす 沙汰 1 2
源氏 さほ ふ(ども)す 作法 2 2
平家 さんかうす 参向 1 2
平家 さんぎんす 参舶 1 2
平家 さんくわい ナ 参会 2 2
平家 さんけいす 参詣 1 2






























































作品 見出し 漢字 源 平
平家 さんこうす 参候 4
平家 さんざい す 散在 1
源氏 さんざす 参座 2
平家 さんだいす 参内 6
平家 さんにふす 参入 1
平家 さんみす 三位 3
平家 さんらくす 参洛 1
平家 さんれっ す 参列 1
平家 さんろうす 参篭 1
平家 ざいきやうす 在京 2
平家 ざうしんす 造進 3
平家 ざふごんす 雑言 1
平家 ざんぎす 奮愧 1
平家 ざんげ んす 後言 3
平家 ざんそうす 浚奏 2
平家 しうたんす 愁歎 1
平家 しうるいナ 愁涙 1
平家 しきだい す 色代 2
平家 しきよす 死去 1
平家 しこうす 祗候 4
平家 しごくす 至極 1
平家 しせきす 腿尺 1
平家 したくす 支度 3
平家 しつだす 失堕 1
平家 しほんす 四品 2
平家 しやうさんしがたし 生産・難 1
平家 しやうざす 上座 1
源氏 しやうじんす 精進 I
平家 しやうへうす 上表 1
平家 しやうらくす 上洛 10
平家 しやしやうす 遮障 1
平家 しゆいす 思惟 1
平家 しゆぎやうす 修行 3
平家 し ゆごす 守護 21
平家 し ゆざうす 修造 2
平家 しゆそす 呪咀 3
平家 しゆつぎよす 出御 1
平家 しゆつけす 出家 22
平家 しゆつしす 出仕 3
平家 しゆつにふす 出入 3
平家 しゆりす 修理 5
平家 しようえつす 承悦 1
平家 しようじゆす 称 誦 1
平家 しようでんす 昇殿　　1 2
平家 しよしやす 書写 2
平家 しよまうしかぬ 所 望・兼 1
平家 しよまうす 所望 1
平家 しんじやうす 進上 1
平家 しんだい す 進退 2
平家 しんどうす 震動 1
平家 じがい す 自害 12
平家 じつけんす 実検 6
平家 じやうじゆす 成 就 7
平家 じゆうまんす 充満 1
平家 じゆすい ず 入水 1
平家 じゆんじゆくす 純熟 1
平家 じゆんれいす 巡礼 1
平家 じよい んす 助音 1
平家 じよじやうす 助成 1






























































作品 見出し 漢字 源 平 種
平家 すいさつす 推察 1 2
平家 すいさんす 推参 2 2
平家 すいびす 衰微 4 2
源氏 すけす 出家 2 2
源氏 すりす 修理 2 2
平家 ずいきす 随喜 3 2
平家 せいきよす 逝去 1 2
平家 せいじんす 成人 1 2
平家 せいりやくす 省略 1 2
源氏 せうえうす 逍遥 I 1 2
源氏 せうそこす 消息 II 2
平家 せうらんす 照覧 2 2
平家 せつ がいす 殺害 2 2
源氏 せにふす 施 人 1 2
平家 せんぎす 兪議 23 2
平家 せんぐす 前駈 2 2
平家 せんげす 宣 ‾ド 2 2
平家 ぜつじゆす 絶入 1 2
平家 そうちようす 崇重 I 2
平家 そうもんす 奏聞 34 2
源氏 そぶんナ 処分 1 2
平家 そんがいす 損害 1 2
平家 そんまうす 損亡 I 2
平家 ぞんぢす 存知 9 2
平家 ぞんめいす 存命 l 2
平家 たいけんす 帯剣 1 2
平 家
一　一 一平 家
たいさんす 退散 2 2
たいしゆつす 退出 3 2
平家 たい てんす 退転 l 2
源氏 たい めす 対面 20 2
源氏 たい めんす 対面 52 8 2
平家 たうらいす 到来 2 2
平家 ちぎやうす 知行 7 2
平家 ちくでんす 逐電 1 2
平家 ちぐす 値遇 2 2
平家 ちけんす 知 見 1 2
平家 ちちナ 遅々 2 2
平家 ちやうぎやうす 張行 1 2
平家 ちやうじす 停止 2 2
平家 ちやう・だいす 長大 1 2
平家 ちやうにんす 停任 1 2
平家 ちやくざす 着座 2 2
平家 ちゆうしんす 注進 1 2
平家 ちゆうばっ す 誄罰 3 2
平家 ちようでふす 重畳 2 2
平家 ちりうす 遅留 1 2
平家 ついしゆつ す 追出 4 2
平家 ついたうす 追討 18 2
平家 ついふくす 追捕 4 2
平家 っ や す 通夜 5 2
源氏 つゐしようす 追従 4 2
平家 ていきふす 啼泣 2 2
平家 てうくわす 超過 4 2
平家 てうぶくす 調伏 3 2
平家 てうみす 調味 1 2
平家 てうれんす 調練 2 2
平家 てうろうす 嘲弄 1 2
平家 てうをつす 超越 1 2
平家 てつ そうす 牒奏 1 2





























































作品 見出し 漢字 源 平 種
平家 てんそうす 伝奏 1 2
平家 てんだうす 顛倒 1 2
平家 てんどくす 転読 3 2
平家 でうさんす 逃散 1 2
平家 でんじゆす 伝受 1 2
平家 とうざんす 登山 4 2
平家 とうせい す 東征 1 2
平家 とうりうす 逗留 2 2
平家 とうりやうす 統領 1 2
平家 とくだっ す 得脱　　，・ 1 2
平家 どうえうす 動揺 1 2
平家 どうしやす 同 車 1 2
平家 どうしんす 同 心 12 2
平家 どうじゆくす 同 宿 1 2
平家 どっきやうす 読経 1 2
平家 なうらんす 悩乱 1 2
平家 なふじゆす 納受 3 2
平家 にふじす 入寺 2 2
平家 にふだうす 入道 5 2
平家 にふぶす 入部 1 2
平家 ねんじゆす 念珠 1 2
平家 ねんぶつす 念仏 12 2
源氏 はいくわいす 徘徊 1 2
平家 はいぜんす 陪膳 2 2
平家 はいぼくす 敗 北 1 2
平家 はいるす 配 流 1 2
平家 はうごんす 放 言 1 2
平家 はうじんす 芳 心 2 2
平家 はそんす 破 損 1 2
平家 はつかうす 発向 23 2
平家 はめつす 破 滅 3 2
平家 は ゑす 破壊 1 2
平家 は んじやうす 繁 昌 5 2
平家 ひいさんす 悲 酸 1 2
平家 ひけんす 披見 4 2
源氏 ひげす 卑下 12 1 2
平家 ひさうす 秘蔵 4 2
平家 ひやうぢやうす 評 定 4 2
平家 ひろうす 披露 10 2
平家 びやくぢす ビ ヤク地 1 2
平家 ふかくす 不覚 3 2
平家 ふくじ十 服仕 ．， 1 2
平家 ふくようす 服庸 1 2
平家 ふくりふす 腹立 1 2
平家 ふぞくす 附 属 3 2
平家 ふちす 扶持 2 2
平家 ふちんす 浮沈 1 2
平家 ふつきす 富貴 1 2
源氏 ぶたうす 舞 踏 4 2
平家 へいもんす 閉 門 1 2
源氏 へんげす 変化 2 2
平家 へんじす 返事 2 2
平家 へんばんす 覇 翻 1 2
平家 べつじよす 蔑如 2 2
平家 ほうきす 蜂 起 3 2
平家 ほうこうす 奉公 1 2
平家 ほつぐわんす 発願 1 2
平家 まめっ す 磨滅 1 2
平家 まんぞくす 満 足 1 2





























































作品 見出し 漢字 源 平 種
平家 めいどうす 鳴 動 1 2
平家 めい わくす 迷 惑 1 2
平家 もっくわんす 没官 1 2
平家 もつしゆす 没 収 2 2
平家 もったうす 没 倒 1 2
平家 やういくす 養育 2 2
平家 やくそくナ 約 束 1 2
源氏 ようい ず 用 意 14 6 2
平家 ようじんす 用 心 5 2
平家 よりきす 与力 1 2
平家 らいかうす 来迎 3 2
平家 らうえいず 朗詠 2 2
平家 らくばす 落馬 1 2
平家 らくるいず 落涙 1 2
平家 らっきよす 落 居 2 2
平家 らんにふす 乱入 5 2
平家 りさんす 離 山 2 2
平家 りやうじやうす 領 状 1 2
平家 りやくりやうす 掠 領 1 2
平家 りようりやくす 陵篠 2 2
平家 りよりやうす 虜 領 1 2
平家 りんゑす 輪廻 1 2
平家 るざい す 流罪 6 2
平家 るてんす 流転 I 2
平家 れん がす 連歌 1 2
平家 れんぞくす 連続 1 2
平家 ろうきよす 篭居 4 2
平家 わうじやうす 往生 1 2
平家 わうへんす 往反 1 2
平家 ゐしっ す 異失 1 2
平家 ゐねうす 囲暁 3 2
平家 ゐんざんす 院参 6 2
平家 ゑかうす 廻向 2 2
平家 ゑしんす 廻心 1 2
平家 ゑんけんす 遠 見 2 2
平家 ゑんまんす 円満 1 2
平家 をんるす 遠 流 3 2
平家 いちみどうしんす 丿一味 同心 1 3
平家 しやうにゐす 正 二位 2 3
源氏 じやうざん みす 正 三位 1 3
平家 じゆいちゐす 従一位 1 3
平家 じゆにゐす 従二位 1 3
平家 ぜんちしきす 善知 識 1 3
平家 だいしようぐんす 大将軍 1 3
平家 ふくしようぐんす 副将軍 1 3
源氏 あさいナ 朝寝 1 4
平家 あさがへりす 朝帰 1 4
平家 あさぎよめす 朝清 1 4
源氏 あさりナ 漁 2 4
平家 あづまをりす 東 折 1 4
平家 あひびきす 相引 1 4
平家 あやまちす 過 3 4
平家 いくさす 軍・戦 14 4
源氏 いさりす 漁 3 4
平家 いたいけす 幼気 1 4
源氏 い でいりす 出入 2 4
源氏 いでぎえす 出消 1 4
源氏 い でばえす 出映 2 4
平家 い ぬじにす 犬死 1 4






























































作品 見出し ・ 漢字 源 平
平家 いままゐりす 今参 1
平家 いりどりす 入盗 1
源氏 いりもみす 炒揉 1
平家 いろす 色 1
源氏 うごきす 動 2
源氏 うしろす 後 1
平家 うちじにす 討死 24
平家 うちす 打 15 2
平家 うちのけす 打退 1
平家 うへふしす 上臥 3
源氏 うへ みやづ かへす 上宮仕 1
平家 おい ず 老 1 1
源氏 おくりす 送 2
源氏 おこなひす 行 5
＆
平家 おとす 音 1
源氏 おもがはりす 面変 4
源氏 おもぎらひす 面嫌 1
源氏 おもくす 重 1
平家 おもんず 重 5
源氏 かいば みす 垣間見 1
源氏 かいまみす 垣間見 3
源氏 かうぶりナ 冠 3
源氏 かけかねず 盤金 1
源氏 かごとす 託言 1
源氏 かさやどりす 笠宿 1
平家 かたうどす 方人 5
平家 かたをりどす 片折戸 2
源氏 かなしうす 愛 8
源氏 かなしくす 愛 4
平家 かなやきす 金焼 1
平家 かへおとりす 替劣 1
源氏 かへりみす 顧 9
源氏 かほがはりす 顔変 I
平家 かりす 狩 1
源氏 かれず 離 1
平家 かろうず 軽 2
平家 かろんず 軽 6
源氏 きえせず 消ェ・ズ 1
平家 ききにげす 聞逃 1
平家 くぎぬきす 釘貫 1
源氏 くちおほひす・ 口覆 2
平家 くちす 朽 2 2
平家 くまのまうです 熊野詣 1
平家 くみす 与 8
源氏 けはひ す 気延 20
源氏 こころあやまりす 心誤 3
源氏 こころいられす 心焦 6
源氏 こころおごりす 心騎 7
源氏 こころおとりす 心劣 5
源氏 こころがはりす 心変 1 5
源氏 こころす 心 25 1
源氏 こころづかひす 心遣 46
源氏 こころときめきす 心トキメキ 8
源氏 こころまうけす 心設 ‥ 6
源氏 こころまどひす 心惑 5
平家 こころゆるしす (御) 心許 1
源氏 こころゆるびす 心緩 3
源氏 ことあやまりす 言誤 1
源氏 ことい みす -=- 己　　1口jU ｀ 7






























































作品 見出し 漢字 源 平 種
嘔家 ことす 事 1 4
平家 ことづけナ 言付 1 4
源氏 ことぶきす 寿 詞 1 4
源氏 ことわりす 理 1 4
源氏 こひす 恋 1 2 4
源氏 こゑす 声 14 4 4
源氏 さかしらす 賢 1 4
平家 さかもりす 酒盛 1 4
平家 さきうちす 先討 1 4
源氏 さしいらへ す 差答 4 4
平家 しにす 死 1 4
平家 しまづたひす 島伝 4 4
源氏 しるべす 導 8 4
平家 すまひす 住 2 4
源氏 そらお ぼめきす 空朧メキ 1 4
源氏 そらお ぼれず 空溺 2 4
源氏 そらみだれす 空乱 1 4
源氏 たえせ ず 絶工・ズ 3 4
平家 たちぎきす 立聞 1 4
源氏 たびねす 旅寝 6 1 4
源氏 たびゐす 旅居 1 4
源氏 ちかおとりす 近劣 2 4
源氏 ちかまさりす 近勝 2 4
平家 ちごす 児　　　　’ 1 4
源氏 っきす 尽 4 21 4
源氏 つきせず 尽キ・ズ 68 4
平家 っけうたす 付歌 1 4
平家 つ まどりす 妻取 1 4
源氏 つ まはじきす 爪弾 2 4
平家 っ みす 罪 4 4
平家 つ めひもす 詰紐 1 4
源氏 っりす 釣 2 1 4
平家 てがきす 手書 1 4
平家 てごたへす 手応 1 4
平家 てむかへす 手向 1 4
平家 とうず 通 I 4
平l家 とのゐす ・ (御) 宿直 2 1 4
源氏 とみす 富 1 4
平家 ともす　　　，・ (御) 供 6 4
源 氏 とりす 執 1 4
平家 とりばかます 取袴 1 4
平家 なかなほりす 仲直 2 4
源氏 なかやどりす 中宿 1 4
源氏 ながごもりす 長 篭 l 4
平家 ながなりす 長鳴 1 4
源氏 ながめす 眺 2 4
平家 なちごもりす 那智 寵 1 4
源氏 なにしに 何・ニ 6 2 4
源氏 なにせ むに 何・ムニ 1 4
源氏 なのりす 名・告 2 4
平家 なみす 蔑 1 4
平家 にげまうけす 逃設 1 4
平家 にはのりす 庭乗 1 4
平家 ぬきあしす 抜足 1 4
平家 ねこおろしす 猫下 1 4
平家 は せひ きす 馳引 1 4
平家 は たいたす 端板 1 4
平家 は ねづくろひす 溺 繕 1 4
平家 は ばきす ’ 脛巾 1 4




























































作品 見出し 漢字 源 平 種
源氏 ひえりす 日選 1 4
平家 ひがことす 僻事 2 4
源氏 ひがゎざす 僻業 1 4
平家 ひきでものす 引出物 1 4
平家 ひきとほしす 引通 1 4
平家 ひじにす 干死 1 4
平家 ひといくさ十 一戦 1 4
源氏 ひとえりす 人選 1 4
源氏 ひとたがへす 人違 1 4
源氏 ひとりゑみす 独笑 1 4
源氏 ひとわきす 人別 1 4
平家 ひるまきす 蛭巻 3 4
平家 ふかいりす 深入 3 4
平家 ふなぞろへす 舟揃 2 4
源氏 ふなです 船出 4 . 4
源氏 ふりせず 占リ・ズ 2 4
平家 ふるまひす 振舞 2 4
平家 まつたうす 全 3 4
平家 まねず 真似 1 4
源氏 みおとりす 見劣 8 4
源氏 みざめナ 見醒 1 4
平家 みぶるひす 身震 1 4
源氏 みまさりす 見勝 3 4
平家 みやづくりす 宮 造 1 4
平家 みやゐす 宮 居 2 4
平家 みゆきす 御幸 1 4
源氏 みをこころともせず 身 心トモ・ズ I 4
平家 めだりがほす 目垂顔 1 4
源氏 ものうじす 物 倦 1 4
源氏 ものおぢす 物怖 7 4
平家 ものがたりす (御) 物語 25 10 4
源氏 ものごのみす 物好 4 4
源氏 ものごりす 物懲 4 4
源氏 ものす 物 525 4
源氏 ものづつみす 物 慎 11 4
源氏 ものとがめす 物 咎 1 4
源氏 ものにくみす 物 憎 1 4
源氏 ものはじす 物恥 3 4
源氏 ものまうでず 物 詣 I 2 4
平家 ものめです 物愛 1 4
源氏 ものめです 物賞 6 4
源氏 ものわすれす 物忘 7 4
源氏 ものわちひナ 物笑 2 4
平家 やあはせす 矢合 7 4
源氏 やまごもりす 山 篭 3 4
平家 やまだちす 山賊 1 4
源氏 やまぶ みず 山踏 1 4
源氏 ややもせば 梢モ・バ 1 4
源氏 ゆす 揺 2 4
源氏 ゆふだちす 夕立 1 4
源氏 ゆふばえす 夕映 2 4
源氏 ゆふまどひす 夕惑 1 4
平家 ゆまきす 湯巻 1 4
源氏 ようせ ずは 能・ズハ 2 4
源氏 よくせずは 能・ズz、 1 4
平家 よしす　　‥ 由 1 4
平家 よなきす 夜泣 1 4
源氏 よひまどひす 宵惑 2 4
平家 よろこびなきどもす 喜泣共 1 4


























































作品 見出し 漢字 源 平 種
平家 よろひづきす 鎧突 1 4
源氏 らうたうす 労甚 2 4
源氏 らうたくす 労甚 5 4
源氏 わすれがたくす 忘難 1 4
平家 あひぐす　　　　　 レ相具 22 5
平家 い そんず 射損 4 5
平家 うすげしやうす 薄化粧 1 5
源氏 うちぐす 打具 4 3 5
源氏 うちずうず 打誦 2 5
源氏 うちずす 打誦 22 5
源氏 うちずんず 打誦 10 5
平家 うちそんず 打損 1 5
源氏 うちゑず 打怨 l 5
源氏 うちゑんず 打怨 1 5
源氏 おぢこうず 怖困 1 5
源氏 おぼしうんず 思倦 1 5
源氏 おぼしくす 思屈 2 5
源氏 おぼしくんず 思屈 1
●
5
源氏 おぼしねんず 思念 1 5
源氏 おもひうず 思倦 2 5
源氏 おもひくす 思屈　｀ 6 5
源氏 おもひくんず 思屈 2 5
源氏 おもひこうず 思困 I 5
源氏 おもひねんず 思念 2 5
平家 かいぐす 掻具 1 5
平家 かきくやうず 描供養 1 5
平家 かきしんず 書進 2 5
源氏 かへさひそうす 返奏 I 5
平家 かへりちうす 返忠 3 5
平家 からめしんず 搦進 1 5
平家 かりしやうぞくす 狩装束 1 5
源氏 ききこうず 聞困 1 5
源氏 ここちナ 心地 491 27 5
源氏 こころけさうしあふ　，心化粧・合 1 5
源氏 こころけさうす 心化 粧 9 5
源氏 さぶらひこうず 侍困 1 5
平家 しそんず ・損 l 5
平家 じやうげのしゐす 正下四位 1 5
平家 せい ぞろへす 勢揃 1 5
源氏 たびごこちす 旅心地 2 5
平家 つきそんず 付損 1 5
源氏 とりぐす 取具 5 5
平家 どしいくさす 同士戦 1 5
源氏 なにごこちす 何心地 3 5
平家 はせさんず 馳参 1 5
平家 はばかりぞんず 憚存 2 5
源氏 ひきぐす 引具 3 10 5
源氏 ひとごこちす 人心地 2 5
平家 ぶんどりず 分取 .1 5
源氏 ほふしまさりす 法師勝 1 5
平家 まうしだんず 申談 1 5
平家 々ヽそんず 見損 l 5
平家 めしぐ す　　　　　‾召具 26 5
平家 めししやうず 召請 1 5
平家 めししんず 召進 1 5
源氏 ものねんじず 物念 1 5
平家 もののぐ す 物具 8 5
源氏 ものゑじ 物怨 2 5
源氏 ものゑんじ 物怨 4 5











作品 見出し 漢字 源 平
源氏 もらしそうす 漏奏 4
平家 やりそんず 遺損 I
源氏 わらはてんじやうす 童殿上 2
平家 をりぐす 折具 1
平家 かくして 斯・テ 4
源氏 せむかたなし 方無 8
平家 ちゆうばつせられ 被・誄罰 1
平家 ともナれば トモ・バ 15 l
源氏 ややもすれば 梢干・/ぐ 2 2
〔凡 例 〕
1. 「 源」は 『源 氏物 語』、「 平」 は『 噺家物 語』<
数値 は用 例数。
2. 「種 」は 、1  ＝「 漢字 一字 の 漢語 十 す」、
2 ＝ 「漢 字 二字 の漢 語 十 す」、
3 ＝ 「漢 字三 字 以上 の漢 語 十す」、
4 ＝「 和 語 十す」、
5 ＝「 混 種語 十 す」、
6 ＝連 語
3. 「 漢字」 の項 に、「（御 ）物 語 」 とあ るのは 、
「 もの がた りす」「お ほ む もの がた り す」 を
含め たこ とを 意味 する 。他 も 同様 。
4. 並 べ方 は、「種 」を 最 優先 し 昇順、 次 に
「見 出し 」の 辞書順 、 その 次 が「 漢 字」 の項i
辞書 順。
5. 「 見出 し」は 、総 索 引を 尊重 し たの で、
「 ず す」 と「 ずんず 」（IS) 、「 くす」 と「 くっ
す 」（屈 ）、「 すけ す」 と「 しゆ つけ す」（出 家
がそ れぞ れ別 の項 とな って い る。
( 横28)
【付 録】複合 サ変 動詞 が実際 の作品 に表 れる様子 を紹介 する。
①『源氏物語』〈桐壷〉より　〔全集本〕 ：
いづれの御時にか、女御更衣あ またさぷらひたまひける中に、……父の大納言は亡くなりて、母北の方
なむ、いにしへの人のよしあるにて、親うち具し、さしあたり|て世のおぼえはなやかなる御方々……しヽ
つしかと心もとながらせたまひて、急ぎ参らせて御覧ずるに、めづらかなるちごの御容貌なり。……ば
じめよりおしなべての上官化した求ふべき際にはあらざりき。……しヽといたう思ひわびたるを、いとど
あはれと鍾盟よ て、後涼殿にもとよりさぷらひたまふ更衣の曹司を、ほかに移させたまひて、上局に賜
はす。 ・・…力功|ゝるをりにも、あるまじき恥もこそと、心づかひして、皇子をば止めたてまっり|て、忍び
てぞ出でたまふ。限りあれば、さのみもえ止めさせたまはず、御覧じたに送らぬおぼっかなさを、言ふ
方なく思ほさる。……あるかなきかに消え入りつつ、ものしたまふを、御覧ずるに、来し方行く末思し
めされず、……かくながら、ともかくもならむを御覧じはてむ、と思し/めす……皇子は、かくてもいと
御覧ぜまほ しけれど、……愛宕といふ所に、いといかめしうその作法したるに、おはし着きたる心地、
……草も高くなり、野分にいとど荒れたる心地して、月影ぱかりぞ、八重葎にもさはらずさし入りたる。
……御しほたれがちにのみおはします」と語りて尽きせず。泣く泣く、「夜いたう更けぬれば、今宵過ぐ
さず、御返り喪登|む」と急ぎ参る。……4
せたまふなりけり。……あは|れなりっること、忍びやかに奏主。御返り御覧ずれば、「いともかしこきは、
置き所もはべらず。……ころなき」などやうに乱りがはしきを、心をさめざりけるほどと、御覧じゆる
主べし。いとかうしも見えじと、思ししづむれど、さらにえ忍びあへさせたまはず。御覧じはじめし年
月のことさへ、かき集めよろづに思しっづけられて、時の間もおぽっかなかりしを、かくても月日は経
にけりと、あさましう思しめさる。　（以下略）
②『平家物 語』〈巻第一〉より　〔高野本〕　　　　　　 ＼
祇園精舎の鐘の声、諸行無常の響あり。……民間の愁る所を知らざツしかぱ、久しからずして、亡じにし
一
者ども也。 ……しかるを忠盛備前守たりし時、鳥羽院の御願得長寿院を造進して、三十三間の御堂を建
て、一千一体の御仏をすへ奉る。……忠盛三十六にて始て昇殿す。雲め上人是を精み、……五節豊明の
節会の夜、忠盛を闇打にせむとぞ擬:叱られける。……せむずるところ、身を全して君に仕とくいふ本文あ
り」とて、兼て用意をいたす。参内のはじめより、大なる鞘巻を用意して、……案のごとく五節果てに
しかぱ、殿上人一同に申されけるは、夫雄剣を壷^ て公宴に列し、兵杖 岑給て宮中を出入するは、みな
是格式の礼をまもる、綸命よしある先規なり。しかるを忠盛朝臣、或は相伝の郎従と号して、布衣の兵
を殿上の小庭に召し置き、或は腰の刀を横へさいて、節会の座につらなる、両条希代いまだ聞かざる狼
籍也。事既に重畳せり。罪科尤のがれがたし。早く御札をけづツて閥官・停任せらるべき由、おのおの訴
へ申されけれぱ、上皇大に驚おぼしめし、忠盛を召して御尋あり。陳じ申けるは……若なを其咎あるべ
くは彼身を召し進ずべき欺……当座の恥辱をのがれんが為に刀を帯する由あらはすといへども後日の訴
詔を存知して木刀を壷£ける用意のはとこそ神妙なれ。……其子どもは諸衛の佐になる。呈墨はレしに殿
上のまじはりを、人嫌ふに及ばず……（清盛）大将にあらねども兵杖を給て随身を召し具す。牛車輦車
の宣旨を蒙て乗りながら宮中を出入す。　　 （以下略）
